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Ⅰ 新技術の解説 

１ 要旨 

 海洋へ漏洩した放射性物質の海産魚類への蓄積メカニズムを検討するためには放射性セシウ

ム以外の核種の蓄積状況の把握も重要であるが、放射性ストロンチウム（90Sr）に関する知見は

少なく、分析に時間を要することがその一因となっている。一般的に、90Sr 濃度の分析は、放射

能測定法シリーズ 2「放射性ストロンチウム分析法」（文部科学省 2003 年改訂; 以下、従来

法）に準拠して行われており、酸抽出からβ線測定までの工程には約 19 日を要する（図 1）。

対して、近年報告されている海水（Tazoe et al. 2016）や農畜産物（楢山ら 2019, 2021）を対

象とした固相抽出法は、従来法における前述の工程が約 1 日に短縮されており、本研究におい

て海産魚類に適用できるか検討した結果、既報研究と同等の分析が行えることを確認した。 

                                                                                                                           

（１） 2022 年 3 月に福島県沿岸で採取したクロソイ 2 個体を供試魚とし、魚体全体を灰化した

後、灰試料を生試料1kg相当量に分取し従来法と固相抽出法を用いて 90Sr濃度を分析した。 

（２） 固相抽出法は楢山ら（2019, 2021）の手法を参考とし、図 2 に示した実験手順で行った。 

（３） 固相抽出法におけるイットリウム（Y）担体回収率はそれぞれ 85、64％となった（表 1）。 

（４） 固相抽出法による 90Sr 濃度は 0.0075、0.0826 Bq/kg-wet となり、従来法による測定値と

の比較のため濃度比を求めたところ、0.79、1.20 となった（表 1）。楢山ら（2019, 2021）

が報告している濃度比は 0.75～1.15 であり、本研究の結果と同程度であることを確認した。 

（５） 固相抽出法における検出下限値は 2 検体ともに 0.003 Bq/kg-wet となり、従来法で規定さ

れている灰試料の分析目標レベル（0.02 Bq/kg-wet）を下回る値となった。 

 

２ 期待される効果 

（１） 福島県沿岸域の魚類における放射性物質蓄積メカニズムを解明する資料となる。 

 

３ 活用上の留意点 

（１） 海産魚類への適用には、さらなる試料の分析から統計的な比較検証を行う必要があり、均質

性の高い標準物質等での評価や Y 担体回収率の向上等の課題の検討が必要である。 
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Ⅱ 具体的データ等 

  
図 1 従来法と固相抽出法の概要         図２ 固相抽出法の実験フロー 

 

表 1 従来法と固相抽出法の測定結果 
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濃度比

90Sr濃度 検出下限値 灰試料重量 Y担体回収率* 90Sr濃度 検出下限値

（生試料1kg相当量: g） （％）

クロソイ① 0.0095 0.004 47.6 85 0.0075 0.003 0.79

クロソイ② 0.0690 0.004 50.8 64 0.0826 0.003 1.20

*回収率＝DGAレジンから溶出した90Y溶出溶液のY量（g）/Y担体添加量（g）

（固相抽出法

/従来法）

固相抽出法

試料

従来法

(Bq/kg-wet) (Bq/kg-wet)

＊楢山ら（2019）を引用 ＊楢山ら（2019, 2021）から一部改変 


